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iJapan株式会社は、アジア太平洋を中心に学術関連の流通事業を展開す

るiGroupと関係の深いの日本法人です。
所在地  ：　 東京都足立区千住中居町17-20マルアイビル5F-21
設立  ：　 2012年6月

事業内容  ： ソリューションソフトウエアーの販売

　　　　　　 ACS / AGU等のPrint on demand サービス

  研究公正推進ツール  Copy Monitor / Imachek
　　　　　　ソフトウエア開発  NIMSテキスト＆データマイニング

  図書館関連ビジネス  Remote Access Service (MyLOFT)＜＝今回はこれです。

   自社eBooks等  iG Publishing
  MSP (mathematical sciences publishers)の総代理店

  語学系テスト  ACTFLーLTI 言語運用能力テスト

  ビッグデータビジネス  Our Research社

主な取引先：　政府機関、国公立・私立大学、研究機関及び一般企業
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1．製品登場の背景

管理者のニーズ

安定稼働とより多くの情報を！
● 安定稼働（リンク切れが少ない）

● COUNTERレポートよりも詳細な情報

● 部局及び誰が利用、ジャーナルレベル

● 購読コンテンツをより多く利用してほしい！

● 図書館推奨コンテンツの提示

● 利用者を区切ることで少ないFTEで購読できないか？



1．製品登場の背景
ユーザ側のニーズの変化

● 多様なコンテンツ（Google、OA、購読ジャーナル、

News、Blog、YouTubeなど）から必要な情報を効率

的に収集し、生成AIも活用したいというニーズがあり

ます。

● モバイルの利活用

● 利用者にとって最適な情報環境の構築：必要なコンテ

ンツへスムーズにアクセスできる環境が求められてい

ます。



1．製品登場の背景: コンテンツ提供元への様 な々アクセス

出版社サイトへの

直接アクセス（ブラ

ウザ経由）*

検索エンジン（例 : 
PubMed, Google 
Scholar）経由のア

クセス*

データベース

経由のアクセス*

機関内ポータ
ルサイト経由の
アクセス

MyLOFT経由
のアクセス



2．MyLOFTサービスコンセプト1: 利便性の提供

ユーザに利便性を提供
・ポータルなくても利用可能

・多様な文書をポータル上での管理
・ID/PassまたはSSO（シングルサインオン）連携
・機関内外からの多様なデバイスによるアクセス
・コンテンツの共有
・新着論文アラート （要MyLOFTへのジャーナル登録）

・Googleとの連携
・モバイルApps
・モバイルAppsコンテンツのオフライン利用

・読み上げ機能

管理者のニーズを満たす
・コンテンツ利用環境の安定化（アクセス URLの変更不要）
・有償コンテンツの管理
・ユーザの利用の把握

左記の実現には、ChromeまたはEdgeのウェブストアで
『MyLOFT』拡張機能をインストールしていただく必要がありま
す。



2．MyLOFTサービスコンセプト： FTEを 制御して有利な価格交渉

必要なオンライン・コンテンツを必要な人（グループ）へ利用統計とともに、管理者が制御して、サービス提供をする。

  ＊ユーザのコントロール

  ＊コンテンツのコントロール（部局のみ、プロジェクト・レベル、全ユーザ）

  ＊利用統計



3．MyLOFTのシステム構成

IP認証



4．MyLOFT：簡易ワークフロー



4．MyLOFT：認証

MyLOFTのマークを右ク
リックし、『MyLOFT』をク
リックしてください。

MyLOFTのマークを
左クリックするとサイトが保
存されます。

AccessURL: https://app.myloft.xyz

機関ロゴ

認証



4．MyLOFT：ポータルサイト

Discover/Google, Google scholar, Pubmed,  

ディスカバリーサービス

図書館おすすめ 

購読コンテンツへの

ナビゲーション

AIによるおすすめコ

ンテンツ／オープン

アクセスコンテンツ

ユーザ保存  

ページ 

ユーザ検索  

ブックマーク  

ユーザ保存ページ（ブラウザで利用可能なものが対象）検索タグやコレクション名とともに保存  

モバイルページと連携  



ポータルサイトのデフォルト検索設定

ご自身がよく使う検索エンジンを選択してください。

ユーザカスタム検索

4．MyLOFT
　1. Discover: 探索

探索



4．MyLOFT
　1. Discover: 探索 
　　Google Scholarの結果表示のケース

このマークは機関購読の可能性の証です。
フルテキストまで閲覧できる可能性があります。
クリックすることで自動的に機関名でログインとなり
ます。

備考：ドメイン単位での表示のため、すべてのコン
テンツが機関購読としてフルテキストを閲覧できる
わけではありません。

Google等探索



4．MyLOFT
　2.  Access 
　以下のDBメニューよりアクセス可能です。

コンテンツへの
アクセス



4．MyLOFT
　2.  Access 

Edge/ChromeのMyLOFT拡張機能が有効になっていれ
ば、直接出版社のサイトや、 PubMed等のデータベース
経由、Google経由でも、自動的に機関アカウントでアク
セスできます。



4．MyLOFT
　3.  管理: コレクション

　最初にコレクションの保管場所を設定してください
（デフォルトはGeneral Collectionです。後から変更
することも可能です）。

　
赤枠にタグを付与してください

コンテンツの管理



4．MyLOFT
　3.  管理：サイトのコレクション 
　

General Collectionは
デフォルト設定ですが、
で、コレクション名は
ユーザが追加・変更
できます。

コレクション例
猫のトイレ

Cat automatic toilet
価格 35K等



4．MyLOFT
　3.  管理 
　

機関購読及び無料の
コンテンツへの

アクセス

Collectionへ
の保存

お気に
入り

データベースや
個別ジャーナル 「お気に入り」：

個別ジャーナルを登録すると、ユーザが設 定した頻
度で新着情報を入手できます。
「コレクション」
特定のサイトや機関購読コンテンツの論文、または
保存したウェブサイトをコレクションとして保存できま
す。デフォルトではGeneral Collectionに保存されま
す。各保存サイトにはタグを付与することが可能で
す。

保存サイトは、コレクション名とタグで管理されます。
♥マークをクリックすることで、コレクション内の保存ア
イテムをお気に入りに登録することができます。

♥

♥



4．MyLOFT
　３.  管理：お気に入り ：電子リソース

   各コンテンツの❤をクリック

　することで、「お気に入り」にの
　「電子リソース」に登録されます。
    「お気に入り」の項目をクリックすると
　機関購読コンテンツへアクセスで
　きます。

備考：お気に入りには、電子リソース配下のコンテンツと、ご自身が登録したコンテンツのみ
登録できます。



4．MyLOFT
　3.  管理：お気に入り ：保存済の記事

「最近の保存」の各ウェブサイトの❤をクリックすると、「お気に入り」にの「お気に入
り」の「保存済みの記事」に登録されます。



4．MyLOFT
　4.  共有

　

注記：共有は、ご自身が保存したアイテムのみ可能です。



5．まとめ

　是非、MyLOFTをご活用いただき、
　機関内外の情報収集にお役立てて
　ください。

　何かご不明な点、改良してほしい点
　がございましたら、ご連絡をお待ち　
　しております。

　iJapan株式会社
　csupport@igroupjapan.com

　


